













APPLICATION STUDY ON BRETTSTAPEL MANUALLY MANUFACTURED FROM LOW-VALUE PLANKS 
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Brettstappel, previously invented structural panel, consists of softwood lumbers stacked with 
mechanical fasteners like nails or dowels. This paper summarizes the first prototype manufacturing of 
Brettstapel made from Japanese low-value lumbers and the application to load bearing elements as walls 
and floors. A series of loading tests evaluated the performance of these prototype sufficient enough as 
seismic resistant walls as well as floor structures. Following the successful structural evaluation, the 
Brettstapel was applied to a one-family house that is the first Brettstapel building in Japan. 
































































図 1 House and school Triesenberg,1994 




























図 4 に様々な形状と壁、床との接合部の例を示す。 
 
 















た 3 等分点 4 点荷重法とする。荷重は、荷重点の移動速
度がほぼ一定となるように加え、最大荷重に達するまで
の時間が 1 分以上となるように試験を行うこととする。 
評価方法は試験から得られた荷重変位曲線より、

















試験体形状は図 5 のように、厚さ 30mm の杉板を 20
枚並べた際に生じた寸法誤差 10mm を含めた幅 610mm
×長さ 3200mm×厚さ 120mm である。スパンは 3m と
する。また、挽き板の繊維方向による試験体の方向性の
偏りを分散するために、木表、木裏の向きを交互に並べ
る。試験体は各種 3 体ずつとする。 
 
 




・杉の基準強度は曲げ強さ 平均値 30N/ｍｍ2 
c）施工方法の提案 
試験体製作に先立って、30mm の角材に 100mm また













用する釘は CN75(長さ L=76.2mm、胴部径 d=3.76mm)
とし、二枚目と最後に接合する板にだけ CN50(長さ L 













 図 8 試験体Ⅱの形状と釘配列 
 

















図 11 面外曲げ試験時の試験体Ⅱ(上)と試験体Ⅲ(下) 
 
 
図 12 試験体Ⅰの荷重変位曲線 
 
 
図 13 試験体Ⅱの荷重変位曲線 
 
 
図 14 試験体Ⅲの荷重変位曲線 
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表 1 各試験体の平均強度比較 
 
 
表 2 各試験体の最大曲げ強度 
 
 

















断試験を行なう。試験体はそれぞれ 3 体ずつとする。 
 
 
図 15 平角材の試験体 
 
図 16 ブレットシュタッペルの試験体 
 
 
図 17 施工時の様子 
 
d）実験結果 
実験結果を図 18,19,20、表 4,5,6 に示す。 
 
図 18 載荷時の試験体 
 
 
図 19 平角材の荷重変形角曲線 
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図 20 ブレットシュタッペルの荷重変形角曲線 
 
























図 21 躯体構成図 
 
 
図 22 ブレットシュタッペル(左)と平角材(右)の施工 
 
 
図 23 ブレットシュタッペルを用いた壁 
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1) 3m スパンの床板に対する 4 点曲げ試験により縦継ぎ
の影響を検証した。 
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